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球体および正常尿細管は全く認められなかった。
質問z 島崎淳(群馬大)
勝脱鏡所見はどうか。
答	z 日景高志(千大泌尿)
尿管口は認められたが，尿管カテーテJレ挿入は不能で
あった。三角部の形は正常であった。
質問= 遠藤博志(千大泌尿)
かかる例で組織学的に集合管と尿細管の区別は可能
か。
答= 日景高志(千大泌尿)
染色で区別することはほとんど不可能である。 
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中検開設以来 2年4ヵ月の聞に泌尿器科で経験した 
Gram陰性菌菌血症 8例と陽性菌菌血症 I例の概略を紹
介，併せて本学各診療科における症例数を示し，泌尿器
科における高頻度発生を強調した。また外国文献と対比
検討を加え，日常の医療行為に十分の注意を払う必要を
述べた。詳細は原著(日本医事新報)予定。
質問=林 易(東京厚生中央)
細菌感受性検査の結果が判明する前にはどんな薬剤を
用いるか。また感受性の乏しい薬剤でも臨床的には有
効例があるが，使用量も問題ではなかろうか。
答= 三橋慎一(千大泌尿)
使用薬剤の選択は経験に頼らざるを得ない。自験例か
ら見ると Tetracycline，Chloramphenicolはほとん
ど期待を持てないので， Colistinや Gentamycinを
腎機能に留意しながら用いることになる。またお説の
とおり，抵抗性であってもすべてが無効とはいい得な 
、。U
質問= 島崎淳(群馬大)
潜伏期間はどのくらいか， TURの場合などではどう
か。
答	z 三橋慎一(千大泌尿)
経尿道操作 (TURを含む)では文献上数時間とされ
ており，自験例もこの例にもれない。
追加z 小林金市(千葉市)
婦人科領域で骨盤腹膜炎に対し Chloramphenicolを
半年間用いて根治させた例も経験している。 
B.議事 
c. 症例検討
1.清水舜ー(小川日赤)
第 1例: ボールベアリングによる陰茎絞拒例。
第2例: きわめて難治な特発性腎出血例。
討論
清水舜ー(小川日赤): 第 2例の治療法，ひいては特
発性腎出血の治療法についてご教示願いたい。
島崎 淳(群馬大): イプシロン，トランサミンなど
のうち 1種類を数週用いて見る。無効例では遮断カ
クテJレ，たとえばクロルプロマジンなどを用いて安
静に保たせる。それでも止血しない時には，強力ミ
ノファーゲン C，グリチロン，副腎皮質ステロイド
を用いる。ついで安静時の利尿剤使用，それでも無
効なら尿管カテーテJレを入れて AgN03を腎孟内に
注入する。
平岡真(東京厚生年金): 島崎氏の法のほかに 5%
ブドウ糖の点滴を試みる。
林 易(東京厚生中央):安静，そのためにクロル
プロマランを用いる。下垂例などでは腎固定術を試
みる。また小病巣の感染によるとも考えられるので
化学療法を試みることもある。
百瀬剛一(千大泌尿): 高圧酸素療法を推す人もあ
る。やむをえない時は外科的処置。
並木徳重郎(千葉労災): 自験では高圧酸素法は 7例
中l例にのみ有効であったので，それほどよい法と
も思えない。 
2. 島崎淳(群馬大)
第 l例: 腎嚢胞を思わせる症例。
第2例: 生検で組織学的に正常， レ線像は尿路白
板症を思わせる例。
討論
島崎 淳(群馬大): 第 2例については腎摘をしなか
ったが腎摘のぜひについてご教示ありたし。
百瀬剛一(千大泌尿): 第 2例は白板症と思われるの
で腎機能がよくとも摘出すべきと思う。
林 易(東京厚生中央):一般論としては腎摘は全
身への影響，他側腎の機能などを十分に考慮し，で
きるものなら腎別は行なわない。
島崎淳(群馬大): 腎の保存的手術の場合，腎茎の
遮断時間についてご教示を得たい。
三橋慎一(千大泌尿): 教室 5年間の統計では阻血時
間 15分以内は全く問題なく， 30分では多少の機能
低下を， 30分を過ぎると明らかな機能低下を認め
る。ただし低体温麻酔例は 60分までの阻血できわ
